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例   言

1.本書は、田辺俊夫が行う集合住宅建設に伴う金井城跡Ⅳの発掘調査報告書である。

2.事業主体者 田辺俊夫

3.調査主体者 佐久市教育委員会

4.遺跡名 金井城跡Ⅳ (略称 ONKⅣ )

5.所在地 佐久市小田井字上金井1192‐ 1、 1192-6

6.調査期間 現場調査 平成23年 12月 5日 ～12月 8日

整理調査 平成23年 12月 9日 ～平成24年 3月 16日

7.調査面積 205。 77ど

8.調査体制。

佐久市教育委員会

教育長     土屋盛夫

社会教育部長  伊藤明弘

社会教育部次長 藤牧 浩

文化財課長   吉澤 隆

文化財調査係長 三石宗一

文化財調査係  林 幸彦 並木節子 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也

冨沢―明 上原 学 井出泰章 (～ 9月 ) 神津―明 (10月 ～
)

調査担当者 須藤隆司

調 査 員 阿部和人 浅沼ノブ江 飯塚一男 小幡弘子 菊池喜重 里見理生

9 本書の編集・執筆は須藤が行った。

10.本書及び本調査に関するすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡  例

1.遺構の略称 M― 堀・溝址

2.挿図の縮尺 図中に明記

3.遺構の海抜標高は水糸標高を「標高」 とした。

4.基準点座標 世界測地系による。

5。 土層の色調 1995年 版 『新版 標準土色帖』
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第 発掘調査の概要

第 1節 調査 の経 過

金井城跡は、浅間山南麓端部にあたる佐久市北端部の小田井地区に所在する。城跡占地は、佐久市

北部を南北に貫流する湯川を東側直下に臨む切 り立った舌状台地である。標高は 760m前後である。

金井城跡では、小田井工業団地造成事業に伴 う大規模な発掘調査 (金井城跡 I・ Ⅱ)が昭和 63年
～平成 2年 に実視 され、道路建設に伴 う発掘調査が昭和 62年 に荒田・上金井遺跡で、平成元年 に中

金井遺跡 Iで、平成 4年 に金井城跡Ⅲで実施された。結果、三郭・北郭・外郭、外郭の堀址 など、扇

型を呈する中世城郭の全貌が明らかにされてきた (第 2図 )。

今回、田辺俊夫が金井城跡内に集合住宅建設を計画 したため、遺構 ・遺物の確認を目的とした試掘

調査を平成 23年 10月 に実施 し、建設対象地における堀 ・溝址の存在を確認 した。保護協議の結果、

建物建設で保存が困難な遺構 に関 して、記録保存を目的とする発掘調査を佐久市教育委員会が実施す

ることとなった。

的

第 1図 金井城跡Ⅳ (0)位置図 (150,000)
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第Ⅱ章 金井城跡Ⅳの遺構

第 1節 堀 ・溝 址

(1)Ml号 堀 ・溝址

調査区外の北側 。西側・南側に広がる堀址である。南北方向に延びる堀址であ り、調査区では東側

に弧状 に張 り出す。調査範囲での確認規模 は、長 さ 136m、 幅 7.5m、 深 さ ■6m程である。底面幅

は 45m程であ り、平坦であるが、壁際を主体 に砂礫堆積の溝部が存在 し、水成の侵食・堆積過程が

観察 される。

南東部に幅 ■8m、 深 さ 80 cmの 溝部が連結す るが、その堆積は大半が砂礫層である。北東部にあ

る長さ 。幅 ■5mの張 り出 しは急傾斜で堀底面に至る。

遺物は検出されなかった。

(2)M2号 堀・溝址

Ml号 の東狽1に 接する位置にあ り、南側 は調査区外 に延びる。調査範囲では西側 に弧状に張 り出

し、北側で収束する溝址であ り、上面幅 3m、 底面幅 2m、 深 さ■2m程の規模 を有する。底面は凹

凸が激 しく、弧状の壁底面は狭 られた状況 を示 していた。それらは砂礫層の堆積で覆われ、水成の侵

食過程 を示 していた。

遺物は検出されなかった。

以上の堀 ・溝址は金井城跡外郭で確認 されたM4号 堀址か ら北 100mの 位置に、最外郭のM5号 堀

址か ら北東 200mの位置にある。本調査のMl号 堀址が、最外郭のM5号 堀址 に如何 に関連するが検

討課題 となろう。また、試掘調査では調査区東で黒褐色土の落ち込み (第 4図 の網 目部分)を 確認 し

てお り、それは現地表面の窪みとしてM4号 堀址 に連結する展開を示 している。

黒褐色土

I層 黒褐色(10YR30土 耕作亀

1層 黒褐色(10■ R3/2j土  オ蝶 を多く含むち

2層 暗褐色(ЮⅥBO土 イ瑚卜 砂・ロームブロックを多量に含視

3層 黒褐色(lllYRVO土 オ婦静 砂を多量に含帆

4層 暗褐色(10Ⅵ毬0土 イリ浄 砂を多量に含帆

5層 暗褐色(10■IR3/41土 ガ瑚許 砂 。ロームブロックを多畳に仙

6層 灰黄褐色(lGR5/21土  シ 1/卜層。砂を多く含視

7層 にがい黄褐色(1鋭R5/31土  ローム・砂二次堆稿層。

8層 暗褐色(10■q3/31土  ガW浄 砂 。ロームブロック・黒褐色土ブロックを多量に含むち

9層 灰黄褐急 10YR4/21土  シル ト層。砂・黒褐色土ブロックを多量に合視

10層 砂礫層。

I層 黒褐色(lCl■RyO土 耕作亀

,      I層 髄  (lllYR30上  イリ静 砂を多く含視

761m    l層 暗褐色(lll■IR3/31土  ロームブロック・砂・イ際 を多量に含もち

2層 福灰色(lCYRVl)土  シル ト・砂を多量に含む。

3層 黒褐色(10■TR3/21土 ガ覇静 砂を多量に含むち

4層 黒褐色(10ヽ偲Vか土

5層 暗褐色(lllYR3/31土 刀燦 を多量に含視

6層 褐色(10Ⅵ望④土 小礫 。ローム粒を多量に含む。

7層 砂礫層。1=:‡ 11 ローム

第 3図 堀・溝l■の土層堆積 (1:100)
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